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研究成果の概要（和文）：アソシエーション・スキームとコヘレント配置の表現、特にモジュラー表現の研究を
行った。それらの隣接代数は一般に半単純ではなくまだあまり研究されていない。いくつかの例を計算した: ハ
ーフ・ケース、サイクロトミック・アソシエーション・スキーム、対称デザインに対応するコヘレント配置。ま
た [1] 6 次元非可換アソシエーション・スキーム可能性に関する研究 (P.-H. Zieschang との共同研究) [2] 
アソシエーション・スキームに関するクリフォードの定理の精密化 (宮崎泰明との共同研究) [3]アソシエーシ
ョン・スキームに対するマシュケの定理のブロックへの精密化、も行った。

研究成果の概要（英文）：We studied on representations of association schemes and coherent 
configurations, especially modular representations. Their adjacency algebras are non semisimple, in 
general, and not studied so well. We computed some examples: half-cases, cyclotomic association 
schemes, and coherent configurations which correspond to symmetric designs.  Also we studied [1] 
possibility of 6 dimensional non-commutative association schemes (with P.-H. Zieschang) [2] precise 
version of Clifford theorem for association schemes (with Y. Miyazaki) [3] block version of Maschke'
s theorem for association schemes.

研究分野：代数学

キーワード： 代数学　組合せ論　アソシエーション・スキーム　表現　加群

  ３版
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１．研究開始当初の背景 
有限群の表現に見られるように、表現論は構
造論のためにも有効に用いられ、またそれ自
身でも面白い研究対象である。アソシエーシ
ョン・スキームのモジュラー表現はまだあま
り研究されておらず、具体例もほとんど計算
されていなかった。しかし位数が素数のアソ
シエーション・スキームが可換になるという
研究代表者と宇野勝博氏（大阪大学）による
結果の証明にはモジュラー表現が重要な役
割を果たしており、その重要性は広く認識さ
れていた。 
モジュラー表現を考えることによってでき
ることの可能性に、代数的に同型なアソシエ
ーション・スキームを理論的に区別すること
がある。代数的に同型なアソシエーション・
スキームの標準加群は標数 0 の体上では同
型であるが、正標数の体上では違いがあると
きがある。この事実を理論的に説明すること
も、この分野の研究にとって意義のあること
であった。 
 
 
２．研究の目的 
アソシエーション・スキームの表現、特にモ
ジュラー表現はまだほとんど手付かずの状
況であったため、その一般論を構築すること
が最も大きな目的であり、そのために具体例
を計算することも重要である。特に正標数の
体上の標準加群の構造を調べることは今後
の研究のために必要で、そのためにはまず正
標数の体上の隣接代数の構造を考えること
になる。 
 
 
３．研究の方法 
まずは具体例の計算をした。計算機を用いた
小さなものの計算を進めると共に理論的な
考察も行った。 
国内外の研究集会に参加し、成果を発表する
とともに情報収集を行い、また関連する研究
者らと情報交換をおこなった。また共同研究
のために数回の研究打ち合わせも行った。 
 
 
４．研究成果 
アソシエーション・スキームとコヘレント配
置の表現、特にモジュラー表現の研究を行っ
た。いくつかの例を計算した: ハーフ・ケー
ス ([査読中] 矢島秀晃、吉野大樹との共同
研究)、サイクロトミック・アソシエーショ
ン・スキーム [論文 3]、対称デザインに対応
するコヘレント配置 ([論文 2] 宮崎泰明、島
袋修との共同研究)。また 6 次元非可換アソ
シエーション・スキーム可能性に関する研究 
([論文 7] P.-H. Zieschang との共同研究)、 
アソシエーション・スキームに関するクリフ
ォードの定理の精密化 ([論文 6] 宮崎泰明
との共同研究)、アソシエーション・スキー
ムに対するマシュケの定理のブロックへの

精密化 [論文 1]、も行った。特に [論文 3] 
の cyclotomic associateon scheme に関す
る結果は、重要な具体例の計算であるだけで
なく、その正標数の体上の隣接代数及び標準
加群の構造を組合せ論的に記述することに
成功しており、新しく興味深い内容となって
いる。 
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